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人のために働くということ 

～自分に何ができるかを考えて～ 
                校長 平松 新太郎  
 

新年度が始まり、校舎のあちこちで子供たちの明るい声が聞こえるようになりました。

特に、今年度、八小の中心として頼もしい姿を見せてくれているのが６年生です。 

 

例えば、新年度準備で校舎内の机や椅子をテキパキと次の教室に移動する姿、入学式

での心のこもった児童代表の言葉などは、その言動の一つ一つに、「心をこめて１年
生を迎え入れよう」という思いが感じられました。最上級生としての誠実で頼もしい

姿を見ることができとても嬉しくなりました。 

 また、１年生の朝の支度を優しく手伝う姿、休み時間に１年生と一緒に仲良く遊んだ

り面倒を見たりする姿からは、誰かに見せるためではなく、「困っている人の力にな
ろう」する思いが伝わってきました。 

１年生を迎える会では、６年生を中心に司会から出し物の工夫まで中心となって進め

てくれました。その６年生の姿を見て、各学年もそれぞれの役割を果たしてくれました。

特に、「皆で楽しみましょう」という６年生の言葉を各学年がしっかり意識して取り

組めていたことに、八小の温かい雰囲気を感じました。 

 

 こうした姿を見ていると、「情けは人のためならず」ということわざを思い出しま

す。一見すると、「親切は人のためにならない」という意味にとらえられがちです。しか

し、本来は、「人のためにしたことは、巡り巡って自分に返ってくる」という

意味です。人のために心を使い体を動かした経験は、やがて自分自身の成長につながり、

困難に向き合う力となって返ってくる、そのような意味です。 

  

 ６年生は誰かのために行動することで、この３週間、思いやりや責任感、そして自分

たちが学校を支えているという意識を身に付けています。その姿は、下級生にとっての

憧れであり、八小の大切な財産です。 

毎日、教室を見て回っていると、下級生でも、係や当番の仕事はもちろん、授業中の

話し合い活動や発表の場面から、相手を意識した言動に多く出会います。 

私は着任してまだひと月ですが、八小のすてきな伝統に出会えたと思っています。 

これからも、「自分に何ができるか」を考え行動できる６年生の姿を期待していま

す。そして、その背中を見ながら学校全体が温かい心でつながる一年になることを願っ

ています。 

 

ゴールデンウィーク明けも、ますます楽しい八小にしていきましょう。 

 

 
  

  
 


